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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
近年、感情障害の生体リズム異常が注目され、うつ病の成因に何らかの役割をはたしているのでは
ないかという幾つかの仮説が提唱されている。これには、（1）位相前進仮説、（2）脱同調仮説、
（3）その他のリズム異常仮説があるが、一致した見解は得られていない。我々は、これまでに心理
的身体的負担の少ない深部体温を指標とした生体リズムの測定および分析方法を確立し、うつ病患者
の生体リズム異常について報告してきた。本研究では、さらに症例数を増やすと共に周期が20時間以
下のウルトラディアソ成分の分析、周期分析、POWerSpeCtraldensityといった新たな分析を導入す
ることでより詳細なうつ病患者の生体リズム異常の検討を行った。
［方　法］
昭和61年から平成3年の間に滋賀医科大学精神科神経科病棟に入院した患者で、DSM一Ⅲ－R診
断基準による大うつ病44名、双極性感情障害うつ病エピソード18名、計62名の患者群（男性20名、女
性42名、年齢50．0±14．4歳）およ・び健康成人29名からなる対照群（男性17名、女性12名、年齢37．7±
13．9歳）に深部体温リズムの蜘定を実施した。
うつ病患者の深部体温測定は入院翌週の病相期に測定した。測定方法は、テルモ社製コアテソプを
用い、腹部ラソツ点上に置いたプローブより、2時間間隔で2日間昼夜連続して測定した。深部体温
とは、人傑の深部温と表面温を等温にして測定した体温で、体表面下数cmの温度を反映する。測定
値から最小自乗法を用い、頂点位相、平均値、振幅を算出した。また最大エソトロピー法を用い、24
時間周期成分、pOWer SpeCtraldensity、ウルトラディアン成分を算出した。統計処理には、分散分
析、カイ2乗検定、t検定を用いた。うつ病患者と正常対照者には睡眠時問にずれがあるので睡眠中
点をCT（Circadian Time）の0時とし補正した。
［結　果］
うつ病患者の深部体温リズムについて、頂点位相は62名中47名が正常範囲内にあり、2名が前進、
13名が後退していた。この比率は正常対照者と有意な差はなかった。体温振幅は有意に減少しており、
体温平均価は高かった。24時間周期成分は、正常対照者に比べて長い傾向がみられたが、有意ではな
かった。pOWerSpeCtraldensityは有意に減弱していた。ウルトラディアソ成分は正常対照者では28％
－98－
に認められたのに対し、うつ病患者では66％に認められた。
［考　察］
うつ病患者で、位相の前進している者6％、位相の後退している者23％、位相の正常な老71％であ
り、今回の結果は位相前進仮説を支持する結果とはならなかった。
うつ病患者の深部体温の振幅は正常対照著に比べて減少していた。この所見は、うつ病患者群でT
SH、血清メラトニソ、血清ノルエビネフリソ等の振幅が減少しているというこれまでの報告と一致
し、振幅の減少というのはうつ病患者の概日リズム異常のひとつといえる。生体リズムの振幅は振動
体の活動の強さを反映しているどいわれており、うつ病患者では振動体の活動が減弱しているのかも
しれない。さらに最大エソトロピー法による分析では、うつ病患者の深部体温の周期が正常対照著よ
り長い憤向があった。またpowerspectraldensityは減弱していた。これらの所見は、うつ病では強
いtime cue下にあるにも拘らず生体リズムが24時間の外的環境に同調しにくい可能性を示している。
うつ病患者では正常対照者に比べてウルトラディアソ成分を示すものが多く、これはうつ病のスク
リーニソグ検査のための生物学的マーカーとして有用かもしれない。
［結　論］
深部体温を測定することによりうつ病の祝日リズム異常を調べた。うつ病患者の体温頂点位相は多
くの症例で正常を示したが、異常である症例では位相後退が多かった。体温振幅は減少し、周期は長
い候向があった。またpower spectraldensityは減弱していた。′これらの結果からうつ病患者のリズ
ム異常は外的環境に対する同調幾横が減弱しているためと思われる。
学位論文審査の結果の要旨
感情障害に関して、睡眠周期、ホルモソ分泌、運動量の変動といった生体リズムの異常が多数報告
されている。本研究は生体リズム異常がうつ病の成因に何らかの役割を果たしているのではないかと
いう仮説を検証したものである。本研究では深部体温変動を指標にしてその位相、振幅、平均値、お
よび周期が20時間以下のウルトラディアソ成分を解析すると共に、POWerSPeCtraldensityといった
新しい分析法を導入することで、従来より詳細な解析を行っている。
観察対照者は大うつ病44名、双極性感情障害うつ病エピソード18名、健康成人29名であり、2時間
間隔で2日間昼夜連続して深部体温を測定している。
うつ病患者の深部体温リズムの頂点位相は62名中47名が正常範囲内にあり、2名に24時間からの前
進、13名に後退が認められた。この比率は正常対照者に於けるものとほぼ同じであり、両者間に有意
の差は認められなかった。うつ病患者群においては体温振幅は有意に減少しており、体温平均値は高
かった。24時間周期成分のPOWer SPeCtraldensityは有意に減少していた。
ウルトラディアソ成分は正常者では28％に認められたのに対し、うつ病患者では66％に認められた。
以上の研究から、うつ病では生体リズムを支配している振動体の活動が減弱しているか、または、
生体リズムが24時間の外的環境に同調し難いのではなかうかとの結論を導いている。この研究はうつ
病のスクリーニソグ検査のための生物学的マーカーとして深部体温の概日リズム測定が有用であるこ
とを示すものであり、博士（医学）の学位に値するものである。
－99－
